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春
以
降
、
企
業
の
責
任
を
問
わ
れ
る
よ
う
な
案
件
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
知
床
観
光

船
沈
没
事
故
、
青
森
県
の
住
宅
会
社
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
等
、
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
の
に
初
動
が
遅
く
、
代
表
の
謝
罪
が
な
く
国
の
せ
い
に
し
た
り
、
余

興
の
場
で
侮
辱
す
る
よ
う
な
賞
状
を
渡
し
た
の
は
表
彰
の
一
環
と
発
言
す
る
等
、
危
機

管
理
の
甘
さ
や
他
責
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
言
動
・
行
動
で
、
多
く
の
人
か
ら
バ
ッ
シ

ン
グ
を
受
け
て
い
ま
す
。
結
果
、
知
床
観
光
船
を
運
営
し
て
い
た
知
床
遊
覧
船
は
行
政

処
分
の
中
で
も
一
番
重
い
事
業
許
可
の
取
り
消
し
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
会
社

は
自
社
Ｈ
Ｐ
に
お
詫
び
と
原
因
調
査
及
び
再
発
防
止
に
取
り
組
む
旨
掲
載
し
て
い
ま

す
。 

　
今
回
の
件
は
他
人
事
と
は
思
え
ず
、
そ
う
な
ら
な
い
為
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
ま
ず

必
要
で
す
が
、
も
し
自
分
が
そ
の
会
社
の
代
表
な
ら
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
だ
ろ

う
と
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
誰
で
も
失
敗
す
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
時
に
普
段
の
考
え
方
や
行
動
が
咄
嗟
に
出
て
し
ま
い
ま
す
。
他
責
思
考
で
は
何
も
改
善

さ
れ
ま
せ
ん
。
「
電
信
柱
が
高
い
の
も
、
郵
便
ポ
ス
ト
が
赤
い
の
も
社
長
の
責
任
だ
」

と
言
っ
た
の
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
る
故
・
一
倉
定
氏
で
す

が
、
自
分
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
起
き
た
外
部
環
境
の
変
化
や
社
員
の
行
動
も
、
す
べ
て

社
長
の
責
任
で
あ
る
。
そ
れ
ぐ
ら
い
経
営
者
に
は
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
責

任
を
取
ら
な
け
れ
ば
（
受
け
入
れ
て
反
省
し
な
け
れ
ば
）
改
善
は
な
い
し
、
企
業
の
発

展
も
な
い
。
結
局
社
長
自
身
の
成
長
が
社
員
や
企
業
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
言
う
こ
と

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

※
今
回
の
件
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
は
、
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

「
自
責
と
他
責
」

講師の独り言 講師 
鈴木　大知

「それが一番大事」
　今年から娘の小学校でＰＴＡの
学年委員長を務めています。自分
から引き受けたものの、ＰＴＡに
関しては分からないことばかりで
不安がありましたが、他の役員の
方々のお陰で頑張ろうと思えた出
来事がありました。 
　今年度初めて実施される役員会
へ出席する際、「初めての参加だ
しまずは様子を見よう」等という
少し引いた姿勢で出席しました。
ＰＴＡ活動は大変だ等という表面
的な情報ばかり鵜呑みにし、どこ
かでＰＴＡ活動に対する偏見が
あったのかもしれません。 
　しかし、会議が始まると私の予
想に反し、積極的な発言が飛び交

い、活発な雰囲気で進行していき
ました。新参者だからと一歩引い
ていた私も自然と発言でき、終了
後には疲れの中にも心地良さを感
じるほど有意義な会となりまし
た。ボランティアだし…と考えて
いた自分が恥ずかしくなりまし
た。話し手は皆が分かるように説
明し、聴き手は分からなければ質
問するという当たり前のことが
しっかりと行えていたように感じ
ます。そして何より参加者からは
「子どもたちのため」という気持
ちの強さが感じられました。　 
　よりよい会議を行う上でファシ
リテーションやフレームワーク等
のスキルや知識はあるに越したこ

とはありません。しかし、より重
要なものは熱意や当事者意識であ
ることを再認識させられました。
本気で会議に取り組めば、周りの
様子を伺うことなく、言うべきこ
とをはっきり伝えることができる
と感じました。そこにスキルやテ
クニックは必要ありません。「自
分がやる」「貢献する」という気
持ちが大切だということです。是
非皆さんも、会議を行う際には
個々人の当事者意識や貢献意欲は
高まっているか、会議を行う目的
は各々が理解しているか、一度確
認してみてはいかがでしょうか。
会議の「やり方」ではないところ
に課題があるかもしれません。

　夏はその暑さから体力の消耗が
大きくなりがちです。そのためス
タミナが付くもの、栄養があるも
のを取り入れたいところですが、
実際喉を通るのは、素麵等の喉越
しが良いものや、ビール、アイス
等冷たいものばかり。結果、栄養
が偏り夏バテを起こしてしまいま
す。そこで今回は、栄養もしっか
り取れて、食べやすい料理と食材
を紹介します。 

■豚しゃぶサラダ 
豚しゃぶサラダは、ビタミンB
１、たんぱく質、ミネラルを一緒
に取ることが出来ます。夏バテ予
防には、不足しやすいビタミン、
たんぱく質、ミネラルを意識して
取ることが必要です。特にビタミ

ンの中でもビタミンB１は、食事
で摂取した糖質を代謝し、エネル
ギーに変えてくれるため、疲労回
復に欠かせない栄養素です。又、
豚肉を一度お湯にくぐらせるた
め、余分な脂が無くなり、カロ
リーも抑えられます。ダイエット
中の方にもお勧めです。 

■ニラ豚丼 
丼物ならニラ豚丼も良いです。
ビタミンB１の吸収を促進するア
リシンという成分がニラに含まれ
ているため、効率的にビタミンB
１を摂取することが出来ます。 

■かまぼこ 
夏場は出来るだけ火を使いたく
ないという人にはかまぼこがお勧

めです。かまぼこはたんぱく質が
多く、手軽に栄養補給できます。
味が淡白で飽きるという人には、
食欲増進効果の期待できるワサビ
醤油や、チーズを挟むだけでも簡
単に一品料理が出来上がります。 

■夏野菜 
更に、旬を迎える夏野菜には多
くのミネラルが含まれています。
代表的な夏野菜は、トマト、ナ
ス、トウモロコシなどですが、ト
マトは生でも食べられますし、お
やつの代わりにもなります。 

　今年の６月～８月の気温は平均
的か高いと予想されています。是
非とも上手に食事を取り、暑い夏
を乗り切っていきましょう。

所在地：仙台市青葉区愛子中央３-１６-２ 
電　話：０２２-３９２-５５１１ 
E-mail：kensyu@business-k.co.jp

■編集後記／今年は最速の梅雨明けかと思っていましたが、戻り梅雨とのこ
と。大雨の被害にあわれた皆様には心からお見舞い申し上げます。弊社主催の
７月の特訓合宿も、毎日雨振りで野外訓練はカッパ着用で決行。参加者は慣れ
ない訓練と雨に、打ちのめされながらも、最後の速歩訓練では見事目標達成、
雨の中に晴れやかな笑顔が広がりました。逃げずに頑張れば喜びも倍増、成功
体験は自信を生みますが、歩んだ人にしか分からないのも事実。（吉田）

　以前、著者の講演を聴いたことがあります
が、その人柄と情熱から刺激を受け、講演後
書籍を４～５冊買って帰ったのを覚えていま
す。本書は著者が編集長を務める月刊誌『致
知』に掲載された１万本にも及ぶ著名人のイ
ンタビューの傑作選です。京セラ名誉会長の
稲盛和夫氏ほか３６５人の超一流プロフェッ
ショナルの経験談は、読む人の心を熱くしま
す。仕事で壁にぶつかった時、部下の動機付
け、朝礼のスピーチのネタとしても活用でき
るビジネスマン必読の一冊です。

オススメ図書コーナー
『１日１話、読めば心が熱くなる 
　　　　　３６５人の仕事の教科書』 
　　　　　　　　　　　　　著　藤尾　秀昭　

研修プログラム紹介コーナー

　社会人になると様々な場
面で人前で話す機会があり
ます。特にリーダーや管理職
の場合、職場の士気を高め
たり、部下を鼓舞する目的
でスピーチすることも増える
ものです。しかし、いざス
ピーチするために人前に立つ
と、緊張して声が震えて弱々
しく聞こえる、準備不足で言
いたいことが伝わらない、
その場にそぐわない話材を
選び微妙な空気になってしま

うということも少なくあり
ません。そこで、当社の３分
間スピーチ審査では、朝礼の
場面で部下たちをやる気に
させるスピーチが出来るまで
繰り返し審査を行い、スピー
チの感覚を体で掴んでもらい
ます。声の大きさや抑揚、話
材の選び方や話の構成等、
スピーチの基本から表現力ま
で学ぶことが出来ます。人前
で話すのが苦手という方に
お勧めです。

◯部下をやる気にさせる「３分間スピーチ」

※管理者特訓コースのプログラムです。

社員教育・管理者教育の事なら 

ビジネス教育訓練所株式会社

夏バテに効果的な食べ物はコレ！ 

夏バテ予防で夏を乗り切ろう
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　新型コロナウイルスの流行によ
り、各社社員教育への取り組み
にも変化が見られます。社員教育
も状況や対象者のレベルや研修
の目的に合わせて、研修の種類を
選べる時代になりました。そこ
で今回は、当社で新たに制作し
たDVD教材「ビジネス基礎コー
ス」をご紹介致します。 

◯新人・若手社員の教育に！ 
　社会人の心構えやビジネスマ
ナー、ビジネススキルについて解
説、ビジネスの基本の全体像を
掴むのに最適です。 

※ご購入いただいたお客様には、 
今だけ理解度テストをプレゼント！

■今後１２月までの研修日程※参加希望の場合は事前にお問合せください。 
◯ビジネス特訓４日間合宿…　９月１３日（火）～１６日（金）※延長あり 
◯営業マン特訓５日間合宿…１０月　３日（月）～　７日（金）※延長あり 
◯ビジネス特訓４日間合宿…１１月　３日（木）～　６日（日）※延長あり
◯管理者特訓６日間合宿　…１１月　３日（木）～　８日（火）※延長あり 
◯営業マン実践３日間合宿…１１月１６日（水）～１８日（金）※延長なし 
◯管理者実践４日間合宿　…１２月１２日（月）～１５日（木）※延長なし

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
Ｚ
世

代
」
。
ア
メ
リ
カ
で
一
九
九
〇

年
代
後
半
か
ら
二
〇
一
〇
年
代

の
序
盤
頃
に
生
ま
れ
た
人
を

「generation Z

」
と
呼
び
、

日
本
で
は
「
Ｚ
世
代
」
と
呼
ば

れ
、
い
わ
ゆ
る
ゆ
と
り
・
さ
と

り
世
代
も
一
部
含
ま
れ
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
の
時
点
で
世
界
人

口
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
Ｚ

世
代
は
、
今
後
消
費
者
と
し
て

経
済
を
動
か
す
主
役
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
一
方
、

日
本
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
一
三
・
九
％
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
消
費
者
だ

け
で
な
く
、
媒
介
者
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
発
信
）
、
労
働
者
と
い
う
観

点
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
Ｚ
世
代
の
特
徴 

◯
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ 

　
生
ま
れ
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
、
ス
マ
ホ

を
使
い
こ
な
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
、
デ
ジ
タ
ル
に
抵
抗
が
あ
り

ま
せ
ん
。 

◯
多
様
性
を
受
け
入
れ
る 

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
し
て
多
様
な

価
値
観
・
考
え
方
に
触
れ
る
機

会
も
多
く
、
他
人
と
の
価
値
観

や
考
え
方
、
働
き
方
、
性
的
指

向
の
違
い
は
当
た
り
前
と
考

え
、
自
分
ら
し
さ
も
大
事
に
す

る
。
但
し
、
価
値
観
を
強
要
さ

れ
る
の
は
嫌
が
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。 

◯
や
り
が
い
・
自
己
成
長
を
望
む 

　
高
収
入
で
も
や
り
が
い
が
な

け
れ
ば
就
職
し
て
も
転
職
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
又
、
少
子

高
齢
化
に
よ
り
退
職
金
や
年
金

の
み
で
の
生
活
が
困
難
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
仕
事

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
参
加
や
資

格
取
得
等
、
自
分
を
磨
い
て
い

く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

◯
社
会
問
題
へ
の
関
心
が
高
い 

　
東
日
本
大
震
災
等
大
き
な
災

害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
学
校

教
育
で
環
境
問
題
や
社
会
問

題
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ん

で
来
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
や

社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
想

い
が
強
く
見
ら
れ
ま
す
。 

■
Ｚ
世
代
が
会
社
に
求
め
る
事 

◯
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス 

　
ノ
ル
マ
が
厳
し
い
仕
事
や
残

業
等
は
あ
ま
り
好
ま
ず
、
仕
事

と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
り
や
す
い
職
場
を
好
む
傾

向
に
あ
り
ま
す
。 

◯
助
け
合
え
る
職
場 

　
出
世
す
る
た
め
に
人
を
蹴
落

と
す
等
と
考
え
る
人
は
少
な

く
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
な
が

ら
、
強
み
を
活
か
し
、
社
員
達

で
協
力
し
業
務
を
進
め
た
い
と

考
え
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。 

◯
丁
寧
な
指
導 

　
話
を
し
っ
か
り
聴
き
な
が
ら

丁
寧
に
指
導
し
て
く
れ
る
上
司

を
好
む
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
ま

す
。
失
敗
し
た
く
な
い
と
い
う

思
い
が
強
い
こ
と
も
あ
り
、
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
聞
け

る
環
境
だ
と
安
心
し
ま
す
が
、

背
中
を
見
て
覚
え
ろ
等
曖
昧
な

指
示
・
指
導
、
目
的
が
わ
か
ら

な
い
仕
事
は
好
ま
な
い
等
の
傾

向
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

■
Ｚ
世
代
と
の
ギ
ャ
ッ
プ 

　
Ｚ
世
代
以
前
の
Ｘ
世
代
、
Ｙ

世
代
の
人
の
中
に
は
、
上
司
に

怒
鳴
ら
れ
な
が
ら
育
っ
た
、
助

け
て
く
れ
る
人
も
な
く
自
力
で

乗
り
切
る
し
か
な
か
っ
た
、
仕

事
の
た
め
に
家
庭
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
犠
牲
に
す
る
の
は
当

た
り
前
だ
っ
た
、
正
解
が
無
い

中
で
試
行
錯
誤
し
て
き
た
、
嫌

な
こ
と
で
も
我
慢
し
て
取
り
組

み
価
値
を
見
出
し
て
き
た
と
い

う
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て

来
た
人
か
ら
見
れ
ば
、
Ｚ
世
代

が
求
め
て
い
る
こ
と
は
「
現
実

は
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
」
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

「
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充

実
」
「
互
い
に
認
め
合
い
支
え

合
う
職
場
」
「
分
か
ら
な
い
こ

と
は
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
え

る
」
と
い
う
職
場
は
、
Ｚ
世
代

で
な
く
と
も
魅
力
を
感
じ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
変
化

が
激
し
い
時
代
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
常
識
が
非
常
識
に
な
る
こ

と
も
多
々
あ
り
、
立
場
が
一
八

〇
度
変
わ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り

え
ま
す
。
そ
う
考
え
れ
ば
Ｚ
世

代
を
異
質
の
も
の
で
は
な
く
、

職
場
改
善
の
同
士
と
し
て
捉

え
、
働
き
や
す
い
職
場
を
と
も

に
作
る
仲
間
と
し
て
育
て
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

■
Ｚ
世
代
を
育
成
す
る
た
め
に 

　
そ
れ
で
は
Ｚ
世
代
を
育
成
す

る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
て
い
き
ま
す
。 

◯
価
値
観
を
尊
重
す
る 

　
世
代
に
よ
っ
て
育
っ
て
き
た

環
境
が
違
え
ば
、
価
値
観
も
異

な
り
ま
す
。
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
対
す
る
考
え
方
が

違
っ
て
も
理
解
し
歩
み
寄
る
姿

勢
が
重
要
で
す
。
但
し
、
組
織

に
所
属
す
る
上
で
は
、
権
利
と

義
務
に
つ
い
て
は
理
解
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

◯
共
に
学
ぶ
メ
ン
タ
ー
に 

　
高
圧
的
或
い
は
一
方
的
に
接

す
る
の
で
は
な
く
、
対
話
を
通

し
て
ゴ
ー
ル
へ
導
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
質
問
を
投
げ
か
け
な

が
ら
考
え
さ
せ
、
主
体
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
育
て
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

◯
個
人
に
合
わ
せ
た
指
導 

　
Ｚ
世
代
と
い
う
く
く
り
で
見

ず
、
一
人
一
人
の
性
格
や
能

力
、
強
み
・
弱
み
等
の
個
性
に

合
わ
せ
て
指
導
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
業
務
を
通
し
て
何
を

学
ん
で
欲
し
い
の
か
、
仕
事
の

目
的
や
評
価
の
基
準
を
伝
え
、

信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
指
導

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
Ｚ
世
代
を
育
成
す
る
た
め
に

は
、
Ｚ
世
代
を
理
解
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
指
導
に
あ

た
る
管
理
職
や
中
堅
社
員
の
研

修
を
ご
検
討
の
際
に
は
、
弊
社

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　女性活躍推進法が施行されたこと
で、様々な企業で女性管理職を育成
しようという動きが出ています。そ
こで今回は、リーダー育成に役立つ
PM理論を紹介します。 

■PM理論とは 
　1966年に日本の心理学者、三隅二
不二教授が提唱したリーダーシップ
論です。PM理論は、P（パフォーマ
ンス/目標達成機能）とM（メンテナ
ンス/集団維持機能）をもとにリー
ダーを分類するのが特徴です。大文
字「P」は生産性を高めることの出
来るリーダーで、小文字「p」は生産
性を高めるのが苦手なリーダーを表
します。又、大文字「M」は部下と
の信頼を築きやすいリーダーで、小
文字「m」は部下との信頼を築くの
が苦手なリーダーを表します。未熟
なpm型リーダーが理想的なPM型
リーダーになるためのポイントを解
説します。 

■（Ｐ）目標達成機能を伸ばす！ 
◯目標を提示し意識させる 
　チームで何を目指すのか、どこが
ゴールなのかを共有します。 
◯達成へのプロセスをイメージ 
　共有したゴールに向けてどのよう
な役割を担い、何をすべきか、どう
すればゴールに辿り着くかを噛み砕
いて伝えます。 
◯達成に向けての行動を徹底 
　やるべきことを徹底させ、適切な
タイミングで進捗管理を行い達成へ
導きます。 

■（M）集団維持機能を伸ばす！ 
◯縦の人間関係の強化 
　例えば月に一度面談し考えている
ことをヒアリングしたり、日常的な
声掛け、高圧的にならないよう意識
します。 
◯横の人間関係の強化　 
　会議の場でメンバー同士互いに意
見を言わせたり、人となりや考えを

共有したり、懇親会を開く等職場か
ら離れてコミュニケーションを取る
のも有効です。 

　PM理論でリーダー自身の強みや
弱みの分析、又、自社のリーダーを
４タイプにマッピングしてみると課
題が見えて来ます。組織体制の改
善・強化に利用してみてはいかがで
しょうか。

※DVDのお問合せはこちら ▶︎ 電話022-392-5511

ビジネス基礎コースDVD全４巻 
70,000円（税別）

新人研修が出来なかった方にオススメ！ 
ｅ訓練 ビジネス基礎コース 
ライブ研修：9/21・10/20 
詳しくは当社にお問合せ下さい

YouTube

サンプル動画

日　本

　　　　　　　1970～83年生まれ　　　　　1987～2004年生まれ 
　　　　　　氷河期世代　　　　ゆとり・さとり世代 
　1965～70年生まれ　　　　　　1982～87年生まれ 
　　バブル世代　　　　　プレッシャー世代

年　代 1960年 1970年 1980年 1990年 2000年 2010年 2020年

アメリカ
　　1965～80年生まれ　　　 　1981～96年生まれ　　　　1997～2012年生まれ　 2013年生まれ～ 
　　　X世代　　　　　Y（ミレニアル）世代　　　  Z世代　　　　 α世代

■Ｚ世代とは1990年代中盤以降に生まれた世代を指す言葉で、「デジタルネイティブ」や「反
ブランド主義」「社会問題への意識が高い」「平等性や合理性を求める」という特徴を持つ。

Ｚ世代がこれからの主役！？

高
↑ 

目
標
達
成
機
能 

↓
低

Ｐm 型 
軍隊的リーダー 
成果を上げる力は強いが 
集団をまとめる力が弱い

ＰＭ 型 
理想的リーダー 
成果を上げる力も 

集団をまとめる力も強い

ｐｍ 型 
未熟なリーダー 
成果を上げる力も 

集団をまとめる力も弱い

ｐＭ 型 
友好的リーダー 
成果を上げる力は弱いが 
集団をまとめる力が強い

低←　　　  集 団 維 持 機 能  　　　→高

社会人の基本中の基本を手軽に学ぶ！

リーダー育成の課題が見えてくるPM理論

管理者・リーダー研修のご相談、育成に関するお悩み等は是非当社にご連絡下さい。

リーダーはPとMで分析！

Ｚ世代を考える職場から 
Ｚ世代と考える職場へ！


